
 

 

Ｂ－９ 太平洋域の人為起源二酸化炭素の海洋吸収量解明に関する研究(H13～H17) 

 

＜研究課題代表者＞ 

  独立行政法人 国立環境研究所 地球温暖化研究プロジェクト 

                                 総合研究官  野尻 幸宏 

 

＜研究参画者の所属機関＞ 

  国立環境研究所、産業技術総合研究所、気象研究所、水産総合研究センター、北海道大学 

 

＜研究の目的＞ 

 現在用いられている気候変動シナリオでは、気候変動に対して陸域や海洋の応答が変化しない前

提となっているため、海洋・陸域の自然吸収量及びその変化が予測値と異なった場合、取るべき温

暖化対策が変化する恐れがある。このため、海洋と陸域の二酸化炭素吸収量の正確な将来予測は、

二酸化炭素の排出抑制施策を考える上で極めて重要な課題であるといえる。 

 海洋は、人為起源二酸化炭素の吸収源として年間約2Gtの炭素を吸収していると推定されており、

炭素循環の将来予測モデルによれば、2000年代中盤まで二酸化炭素吸収量の増加が見込まれている。

しかし、現時点の予測精度は十分なものではなく、現代の炭素循環の正確な解明を出発点として将

来予測を再検討すべきとの考えから、炭素循環観測研究が世界各国で重点的に進められようとして

いる。具体的には、将来予測モデルの基礎となる現状説明型炭素循環モデルへの寄与として、その

精度向上に必須となる海洋・大気観測から得られる観測量、特に海洋の二酸化炭素吸収量とその年

々変動を明らかにすることが求められており、このためのグローバルデータセットの確立と解析が

国際的に喫緊の課題となっている。 

わが国では、各省庁連携体制のもとで、太平洋域の二酸化炭素に関わる海洋観測を積極的に行っ

てきたことから、二酸化炭素吸収量に関連したデータを内包した様々な海洋・大気観測データセッ

トが存在しているとみられる。このため、本研究では、これらのデータに対し統合的な解析を行う

ことにより、太平洋の二酸化炭素吸収量を解明し、地球規模の炭素循環の解明に貢献することを目

的とする。 

 本研究では、その統合的な解析を進めることにより、太平洋域の二酸化炭素海洋吸収量

を明らかにすることを目指し、わが国の海洋観測研究のデータを活用することを通して地

球規模の炭素循環の解明に貢献することを目的とする。 

 

＜平成13～16年度実績（直接経費148,169千円及び間接経費44,453千円）＞ 

  貨物船観測による北太平洋表層海洋CO2分圧データを利用し、北太平洋中高緯度域のCO2吸収

量推定とその変動把握を行った。エルニーニョ・ラニーニャがあり海洋循環変動が著しかった

観測期間（1995年から2001年）であっても。北太平洋高緯度海域では、表層CO2分圧変動幅が極

めて小さいことが明らかになった。新たな観測協力船を得ることで海洋表層CO2分圧観測域の

中低緯度への拡大を図った。1990年代の北太平洋海洋断面観測による中深層CO2ならびにフロンな

ど化学トレーサーデータから、北太平洋のCO2蓄積量の変動傾向を解析し、1980年代と比較した増加

を確認した。また、赤道域の海洋CO2変化のデータ解析を行った。水産庁の観測航海データについて、

栄養塩・クロロフィル等の品質管理手法を開発し、データベースを作成した。これを利用して、北

太平洋で見られる10-20年周期の海洋変化と化学パラメータの相関を解析した。IOC（政府間海洋学

委員会）CO2諮問委員会による海洋表層CO2分圧測定装置国際相互検定実験を行い、各国機関の測定法

の正確さを確認した。 

 

＜平成17年度計画（直接経費39,315千円及び間接経費11,299千円）＞ 

 長期に継続された海洋表層のCO2分圧データ解析を行い、北太平洋のCO2吸収長期トレンドを明らか

にする。南北太平洋にわたる観測を開始し、今後の長期データ取得の基礎とする。海洋表層CO2分圧

について、観測データ密度と推定誤差の関係を解析し、今後の有効な観測手法の提言を行う。太平

洋中深層の化学パラメータ変動解析を行い、今後の海洋CO2吸収量に大きな影響を及ぼすと考えられ

る海洋循環強度の変動を解析する。海洋表層CO2分圧測定装置の相互検定実験として洋上自動装置と

船上装置の比較を実施し、本研究で明らかにした測定誤差要因の解決を通して海洋表層CO2分圧の測

定精度向上に資する。 
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のためのデータ解析とデータ
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数十年の長期平均海洋吸収
測定精度と観測密度（海洋断面観測繰り返
しと定点観測）が高まると10年スケールが
可能になる
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